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員は, 士官名, 部員名, 教官４名, 学生名, 合計名
である｡ 本船の居住環境は大別して, 機関室, 学














































音計の騒音レベルはすべて (") と表記し, 周波数分析
した各周波数の音圧レベルは単にと表記した｡











２ (), () に, 測定結果を全速航走中とトロール操
業実習中, 甲板作業の錆落とし工具を合わせて	
１に示
した｡ 甲板上での騒音源は ２ () より両舷の煙突
(ファンネル) () からの騒音, トロールウインチ周囲の軸






 () と大きい｡ またこの騒音は終日続いている｡ しか
しトロール操業実習中は主機関の負荷は軽くなり騒音も


















２ () () 及び	
１.からトロール操業実習中
の主な作業場所はトロールウインチの周囲デッキ上 () ()
() () () () () であり, その中で最も高い騒音箇所は
トールウインチ後部 () の (), 低い箇所で最船尾




と, 船内の高い騒音を感じた箇所として ｢煙突の周囲｣, ｢船




えにくい｣, などがあった｡ 騒音による会話妨害として, 騒
音下における会話について, 	() 以下であれば１離
れた相手の言葉が分かる文章了解度は％であるが, それ









２ () より, 船尾甲板下の２の作業場では,
煙突や通風機による騒音の影響がなくなる反面, 機関室の振
動音とプロペラ回転による振動音の影響で騒音値が高くなる｡
２ () の機関室通路 () を除く (
) () ()
() () では航走中の最も高い箇所は () の舵取機室で
 (), 低いのは (



































 () と 
 () であり, 機関室後部の減速
機周辺 () では () である｡ また主機関のターボ
チャージャーの空気吸入側 () では, 機関室内で最も高い

 () の騒音が発せられている｡ しかし巡視のため
のチャージャー横	位の地点 () では () で
ある｡ 全速航走中は発電機関は１台のみ運転のためその周辺
() は若干騒音値が下がり () である｡ 機関室巡
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関周辺 () は騒音値が高くなり, ３台の時は１台の時の
 () から	



















































 () で表れており, 次式により求める｡










Ｌ１ Ｌ２ Ｌｎ )計測周波数での音圧レベル 
イヤーマフ保護具を装着した時の保護具の中の各周波数の
音圧レベルを, 人間に感じる騒音レベル () に換算し
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場から () の騒音曝露では８時間, また ()
では分が許容されている｡
騒音性難聴を起こすことのない騒音レベルの上限は
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の耳もとで, ジェットタガネでは (), ディスクサ







電動コンクリートハツリ機は, ６より !, 
 !,  !,  !で時間暴露の許容値をはるかにこ












即ち作業者の耳に直接感じる騒音レベル () は 
(), & () と () となっている｡ ディスク
サンダーは騒音計による騒音レベルも () 以下で,
各周波数の分析音圧レベルも許容基準以下となっている｡







時間曝露の許容限度に  !,  !で越えており耳















 (国際海事機関) の騒音規制では () 以上の
騒音で, 曝露時間が分間以下に制限される場合にはイヤー

























































約年, Ｃは約年, Ｄは約年, Ｅは約８年である｡ いず
れも大学病院の防音室を備えた耳鼻咽喉科でのオージオメー
ターによる聴力検査の結果である｡ 病院での気道聴力検査と






































での聴力損失はＡ, Ｂ, Ｃ, Ｄはそ
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